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五百部裕 (京都大 ･理 .人類),伊谷原- (京都
大 ･アフリカセンター)
本研究は､和歌山県中津村と奈良県大塔村にお
いて､生業や歴史的経緯に注目し､過疎化問題や
兼業による働き手の変化など人間側の諸問題を考
慮に入れた猿害発生メカニズムを考察することを
目的とした｡本年度は.平成5年度に実施したア
ンケー ト調査によって得られた結果を托まえ､住
民への聞き込み調査と野生ニホンザルの生息実態
調査を平成7年5月と平成8年2月に行った｡
中津村は林某主体の村で､人工林率が7割を越
えている｡ここでは､換金作物として栽培してい
るシイタケの枚等が大きかった｡サルは､北隣の
金谷町､西隣の川辺町､および東隣の美山村とそ
れぞれ行き来する肘 3集団が最低でも生息してい
ると推定された｡
大塔村では､以前は換金作物としてシイタケを
栽培していたが､サルによる被害が増大し､サル
の被害にあいにくいという理由から薬草の栽培に
切り替えた｡しかし､最近では､薬草もサルの被
事にあうようになってきた｡サルは､西隣の野迫
川村､および南隣の十津川村とそれぞれ行き来す
る集団と白六山を中心に遊動する集団の計3集団
が生息していると推定された｡
本年度は､サルの生息実態を明らかにすること
を中心に資料の収集と分析を行ったが､来年度以
降は､住民への聞き込み調査で得られた資料も分
析し､当初の目的である人間の生産活動や生活用
式の変化などの閉校も考慮に入れた枚等発生のメ
カニズムを考察していきたいと考えている｡
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